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十
月
二
十
七
日
、
町
民
総
合
体
育
館
で
、
江
府
町
発
足

四
十
周
年
記
念
式
典
が
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

始
め
に
、
町
の
様
々
な
分
野
に
お
い
て
功
績
の
あ
っ
た

方
々
、
団
体
に
表
彰
状
並
び
に
記
念
品
が
授
与
さ
れ
た
あ

と
、
福
田
町
長
が
挨
拶
。

「
多
く
の
先
輩
各
位
の
ご
努
力
に
よ
っ
て
築
き
上
げ
ら

れ
た
江
府
町
の
歴
史
と
そ
の
功
績
に
対
し
て
深
く
敬
意
を

表
す
る
と
共
に
、
町
民
と
共
に
歩
む
対
話
と
協
調
の
基
本

理
念
を
ふ
ま
え
、
今
後
と
も
努
力
を
お
し
ま
ず
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。
」
と
。

相
澤
衆
議
院
議
員
、
西
尾
県
知
事
を
は
じ
め
、
町
内
外

か
ら
約
四
百
人
の
方
々
を
お
招
き
し
、
四
十
周
年
を
寿
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

希
望
と
活
力
に
み
ち
た

健
康
福
祉
の
町
づ
く
り
を

福
田
町
長
・
式
典
挨
拶
よ
り

菊
薫
る
き
ょ
う
の
よ
き
日
、
西
尾

県
知
事
様
、
国
会
議
員
の
諸
先
生
を

は
じ
め
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
関
係

各
位
の
皆
様
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
こ

こ
に
江
府
町
発
足
四
十
周
年
の
記
念

式
典
を
盛
大
に
挙
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
こ
と
は
、
町
民
挙
げ
て
喜

欝・■

び
に
耐
え
ま
せ
ん
。
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

昭
和
二
十
八
年
六
月
一
日
、
町
村

合
併
に
よ
り
江
府
町
と
し
て
発
足
い

た
し
ま
し
て
以
来
、
こ
こ
に
四
十
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
間
、
多
く

の
先
輩
各
位
の
創
意
と
た
ゆ
み
を
い
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ご
努
力
、
英
知
に
よ
っ
て
築
き
上
げ

ら
れ
た
江
府
町
の
歴
史
と
そ
の
偉
業

を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
時
に
、
実
に

感
慨
無
量
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

先
ほ
ど
は
、
町
内
各
機
関
の
推
薦

に
よ
り
、
町
条
例
に
基
づ
く
表
彰
審

議
会
の
議
を
経
て
、
多
年
の
ご
功
績

と
永
い
間
ご
努
力
を
賜
り
ま
し
た
個

人
、
団
体
の
皆
様
に
対
し
顕
彰
の
敬

意
を
表
し
ま
し
た
。

爽
快
こ
れ
に
過
ぎ
る
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
。
町
民
を
代
表
い
た
し
、
受

彰
者
の
皆
様
に
謹
ん
で
心
か
ら
敬
意

と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
、
国
内
は
も
ち
ろ
ん
、
地
球
規

模
で
「
人
と
環
境
」
　
の
共
存
共
栄
の

構
図
が
緊
急
且
つ
重
大
を
課
題
で
あ

り
ま
す
中
で
、
本
町
は
南
大
山
山
麓

一
帯
に
広
が
る
神
秘
的
な
山
岳
美
と

広
大
な
原
野
美
が
織
り
成
す
牧
歌
的

を
恵
ま
れ
た
大
自
然
の
宝
庫
で
あ
り
、

い
ま
一
番
貴
重
な
、
青
い
空
と
輝
く

太
陽
、
水
と
緑
、
す
み
き
っ
た
空
気
、

素
朴
で
温
か
い
人
の
心
は
、
本
町
に

と
り
何
よ
り
に
も
か
け
が
え
の
な
い

宝
で
あ
り
ま
す
。

誤
‘

国
道
昇
格
・
横
断
道
・
下
蚊
屋
ダ
ム

永
年
の
夢
が
実
現
、
四
重
奏
の
よ
ろ
こ
び

四
十
年
来
、
こ
の
豊
か
を
自
然
と

人
を
大
切
に
す
る
町
是
は
、
脈
々
と

し
て
は
ぐ
く
ま
れ
て
参
り
ま
し
た
本

町
の
伝
統
と
歴
史
で
あ
り
、
さ
ら
に

発
展
充
実
さ
せ
る
べ
く
、
人
づ
く
り

を
町
政
の
中
心
に
す
え
、
二
十
一
世

紀
に
向
け
て
「
希
望
と
活
力
に
満
ち

た
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
」
を
念
願
い

は
　
た
し
て
お
り
ま
す
。

特
に
本
年
四
十
周
年
の
記
念
す
べ

き
歴
史
の
一
了
に
大
き
く
花
を
飾
る

こ
と
の
で
き
ま
す
事
は
、
岡
山
県
に

隣
接
す
る
山
陰
の
玄
関
口
、
江
府
町

に
と
り
ま
し
て
も
待
望
久
し
い
陰
陽

を
結
ぶ
中
国
横
断
自
動
車
道
江
府
～

落
合
間
の
年
内
開
通
で
あ
り
ま
す
。

釆
た
る
十
一
月
二
十
二
日
に
は
、

県
内
外
か
ら
三
千
人
を
こ
す
皆
様
を

江
府
町
に
お
迎
え
し
、
宮
市
を
起
点

に
日
本
一
規
模
を
誇
る
逆
ラ
ン
ガ
ー

ア
ー
チ
橋
の
俣
野
川
橋
を
経
て
、
蒜

山
高
原
イ
ン
タ
ー
に
至
る
開
通
記
念

メ
モ
リ
ア
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
実
現

の
運
び
と
在
り
、
い
よ
い
よ
山
陰
ハ

イ
ウ
ェ
ー
時
代
の
本
格
的
な
幕
開
け

を
迎
え
る
こ
と
に
在
り
ま
し
た
。

次
に
大
山
山
麓
市
町
村
、
三
千
三

百
農
家
の
皆
様
が
二
十
年
来
の
悲
願

で
あ
り
、
農
林
省
、
県
ご
当
局
を
は

じ
め
西
部
地
元
関
係
者
皆
様
に
永
い

間
ご
心
配
と
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
て
お
り
ま
し
た
、
国
営
下
蚊
屋
農

用
ダ
ム
に
つ
き
ま
し
て
、
私
も
、
水

源
町
と
し
て
の
経
過
を
ふ
ま
え
、
大

き
を
政
策
課
題
と
し
て
、
取
り
組
ん

で
参
り
ま
し
た
も
の
の
、
本
年
に
入

り
、
遅
れ
馳
せ
を
が
ら
、
残
り
ま
す

地
権
者
同
意
の
ご
理
解
を
賜
り
、
先

に
円
満
の
う
ち
に
調
印
が
完
了
い
た

し
ま
し
た
。

本
日
の
佳
節
に
併
せ
て
待
望
久
し

い
ご
報
告
が
で
き
ま
す
こ
と
は
地
元

町
長
と
し
て
感
激
の
極
み
で
あ
り
ま

す
。今
後
、
願
わ
く
ば
、
高
原
ダ
ム
と

馳
薫
コ

し
て
の
特
性
を
生
か
し
、
地
域
と
観

光
農
業
の
拠
点
と
し
て
将
来
に
わ
た

り
地
域
住
民
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

た
め
の
周
辺
整
備
に
つ
き
ま
し
て
も
、

水
源
町
に
対
す
る
、
こ
の
上
共
に
国
、

県
ご
当
局
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。又
、
本
年
は
国
道
計
画
見
直
し
の

年
に
当
た
り
、
全
国
的
に
国
道
昇
格

要
望
の
極
め
て
多
い
中
に
あ
た
り
ま

し
て
、
主
要
地
方
道
江
府
中
和
用
瀬

線
の
国
道
四
八
二
号
と
し
て
昇
格
を

い
た
だ
き
、
関
連
道
路
網
、
橋
梁
改

良
等
整
備
に
む
け
、
永
年
の
夢
と
願

い
が
こ
こ
に
実
現
い
た
し
ま
し
た
。

本
町
に
と
り
ま
し
て
、
念
願
の
大

き
を
課
題
解
決
が
一
挙
に
四
十
周
年

記
念
の
年
と
重
を
り
、
ま
さ
に
四
重

奏
の
慶
び
に
浸
っ
て
お
り
ま
す
。

更
に
、
県
指
定
の
や
さ
し
い
町
づ
く

り
と
じ
げ
の
川
モ
デ
ル
河
川
整
備
事

業
、
じ
げ
お
こ
し
交
付
金
事
業
の
継

続
、
特
に
農
林
水
産
業
の
農
業
農
村

活
性
化
に
む
け
て
の
二
十
一
世
紀
型

モ
デ
ル
は
場
整
備
、
中
山
間
、
農
免

道
、
農
構
事
業
等
の
大
型
新
規
助
成

事
業
が
本
年
度
採
択
を
賜
り
、
今
、
継

続
事
業
と
合
せ
、
全
町
に
わ
た
り
生

産
生
活
環
境
条
件
の
整
備
を
は
じ
め
、

文
数
施
設
、
観
光
施
設
、
特
に
自
治

省
の
地
域
福
祉
推
進
特
別
対
策
事
業

の
認
定
と
厚
生
省
助
成
に
よ
り
ま
す
、

老
人
福
祉
関
連
全
施
設
の
新
設
等
々

本
町
が
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
り
ま

す
「
自
然
が
詩
う
奥
大
山
チ
ロ
ル
の

里
づ
く
り
」
の
構
想
と
実
態
が
着
々

と
水
面
下
に
姿
が
現
れ
て
参
り
ま
し

た
。こ
れ
ひ
と
え
に
、
国
・
県
ご
当
局

関
係
皆
様
の
格
別
を
ご
指
導
と
限
り

を
い
ご
支
援
は
も
と
よ
り
で
あ
り
ま

す
が
、
こ
よ
を
く
ふ
る
さ
と
江
府
を

愛
す
る
町
民
各
位
の
ご
理
解
と
常
に

提
唱
し
て
お
り
ま
す
町
民
と
共
に
歩

む
、
対
話
と
協
調
の
基
本
理
念
の
も

と
に
積
極
的
な
町
政
参
加
ご
協
力
の

賜
物
で
あ
り
、
こ
の
機
会
に
心
か
ら

感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

願
わ
く
ば
、
本
日
の
記
念
式
典
を

契
機
に
、
決
意
を
新
た
に
、
全
町
民

共
々
、
手
を
取
り
合
い
、
力
を
合
せ
、

「
新
し
い
文
化
の
香
り
高
い
、
安
全

で
快
適
な
健
康
福
祉
の
町
、
み
ん
な

が
住
み
た
く
な
る
町
づ
く
り
」
に
向

け
、
「
希
望
、
安
心
、
連
帯
」
　
の
合

言
葉
を
一
段
と
高
ら
か
に
合
唱
し
、

若
き
世
代
に
引
き
続
け
る
普
段
の
努

力
を
こ
こ
に
誓
い
合
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
本
日
ご
臨
席
の
皆
様
に
、
重
ね
て

こ
こ
ろ
か
ら
敬
意
と
感
謝
の
ま
こ
と

を
捧
げ
、
旧
に
倍
し
て
の
ご
理
解
、

ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

全
町
民
あ
げ
て
お
願
い
申
し
上
げ
、

式
辞
と
い
た
し
ま
す
。
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4）

福
祉
ソ
ー
ン
に

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
着
工
社会福祉法人

＝寿耕会＝

（起工式で挨拶する寿耕会の藤田理事長）

十
一
月
二
日
、
現
在
建
設
中
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

隣
接
地
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
・

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
が
着
工

い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
社
会
福
祉
法
人
寿
耕
会
（
藤
田
耕
三
理
事
長
）

が
事
業
主
体
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
、
建
物
面

積
（
延
二
、
三
二
一
・
五
九
2
m
）
、
工
事
施
工
に
は
（
株
）

松
村
組
広
島
支
店
が
携
り
、
明
年
の
完
成
を
目
指
し
、
現

在
着
々
と
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

健
康
福
祉
の
町
を
目
指
す
本
町
に
と
っ
て
福
祉
の
一
大

拠
点
が
明
年
に
は
完
成
し
、
住
民
福
祉
の
一
層
の
充
実
が

図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

十
十

（特別養護老人ホーム等の完成・立面図）

Soumu
四角形

Soumu
四角形



チ
ロ
ル
の
里
特
産
品
づ
く
り
に

夢
ひ
▼
ろ
が
る

十
月
二
十
九
日
、
本
年
度
自
治
宝

く
じ
の
助
成
金
に
よ
る
一
般
コ
ミ
ユ

は
　
二
テ
ィ
助
成
事
業
で
整
備
さ
れ
た
木

工
用
機
械
の
糸
の
こ
に
よ
る
講

習
会
が
佐
川
の
木
工
加
工
所
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
講
師
に
は
日
野
町
か
ら

榎
木
先
生
を
お
迎
え
し
、
木
の
お
も

ち
ゃ
と
組
木
パ
ズ
ル
な
ど
製
作
し
ま

し
た
。
「
木
の
香
り
が
た
ち
こ
め
る
中

で
の
作
業
は
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
」

と
出
席
し
た
十
三
人
の
生
徒
は
意
欲

満
々
に
講
師
先
生
に
次
々
と
質
問
を

し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
じ
く
宝
く
じ
助
成
金
（
地

域
福
祉
推
進
助
成
事
業
）
　
に
よ
っ
て

整
備
さ
れ
ま
し
た
工
芸
品
用
機
械
に

よ
り
、
現
在
木
工
ロ
ク
ロ
教
室
も
開

講
し
、
茶
た
く
、
菓
子
器
を
ど
の
製

作
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
「
将
来
チ
ロ
ル
の
里
の

特
産
品
に
で
き
れ
ば
」
　
と
参
加
者
の

夢
は
ふ
く
ら
ん
で
い
ま
す
。

（講師の説明に聞きいる皆

川上貢さん、県知事賞に輝く　領戸
＝優秀生産農林水産業者として＝

11月7日、第31回鳥取県農林水産業祭

が鳥取市の布勢総合運動公園で開催され、

御机の川上貢さんが、永年林業に尽力さ

れたことが認められ、このたび県知事賞

を受賞することに在りました。

（県知事賞を受ける川上貢さん）

（宮市地区横断道の側面に、チロルの里のイラスト完成）

習曽8払鹿夢回肋⑯呂留守忍か
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（6）

（農協まつりでもちをつくインド青年たち）

‘＝監

イ一一ンード竃年5人

江府町に海神ホームステイ

10月30日から11月1日まで、インド

青年5人が江府町に民泊いたしました。

これは、鳥取県青少年女性課の依頼

で「21世紀のための友情計画」事業に

もとづいて行なわれました。

インド青年5人は、全員学校の先生。

日本での始めての民泊の印象として、

「食べ物は少し甘かったけど、とても

いい人ばかりで楽しかった」男性の声。

「文化・習慣が違うけど、私にとって

新しい家族ができたようで本当にうれ

しかった」女性の声。

数々の思い出をつくった小さな国際

交流が、一人ひとりに大きな友情の輪

をつくりました。

西ノ島町と経済交流会総会が開催

西
ノ
島
町
と
の
経
済
交
流
会
総
会

が
十
月
二
十
三
日
に
西
ノ
島
町
商
工

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
総
会
に
は
、
両
町
関
係
者
十

五
人
が
参
加
。
事
業
計
画
・
予
算
に

つ
い
て
、
審
議
さ
れ
、
平
成
四
年
度

に
は
両
町
そ
れ
ぞ
れ
の
経
済
視
察
団

を
派
遣
す
る
こ
と
や
今
後
一
層
、
町

民
ぐ
る
み
の
交
流
を
目
指
す
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

を
お
、
本
総
会
で
福
田
正
臣
江
府

町
長
が
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

（総会で挨拶をする福田町長）

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
様
へ

請
求
は
お
済
み
で
す
か

窃ト

～
あ
な
た
の

や
さ
し
さ
を
～

N
H
K
海
外
た
す
け
あ
い
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
十
二
月
一
日
～
二
十
五
日
ま
で
N

H
K
海
外
た
す
け
あ
い
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

世
界
の
各
地
で
は
今
だ
に
紛
争
等

に
よ
り
多
く
の
人
々
が
苦
し
ん
で
い

ま
す
。こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
目
的
は
援

助
を
必
要
と
し
て
い
る
人
々
に
物
資

や
資
金
を
届
け
、
医
者
、
看
護
婦
を

派
遣
し
て
自
立
へ
の
道
を
手
助
け
す

る
も
の
で
す
。

義
援
金
の
受
付
の
次
の
と
こ
ろ
に

お
願
い
し
ま
す
。

郵
便
局
、
銀
行
、
農
協
、
N
H
K

各
放
送
局
を
ど
。

戦
後
、
旧
ソ
連
邦
ま
た
は
モ
ン
ゴ

ル
国
の
地
域
に
強
制
抑
留
さ
れ
た
方
、

ま
た
は
そ
の
ご
遺
族
に
内
閣
総
理
大

臣
の
慰
労
品
（
書
状
、
銀
杯
）
を
贈

呈
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
年
金
恩
給
や
公
務
員

の
共
済
年
金
を
ど
を
受
給
さ
れ
て
い

を
い
方
に
は
、
併
せ
て
慰
労
金
十
万

円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

請
求
期
限
は
平
成
五
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
怒
っ
て
い
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

請
求
と
お
問
合
せ
先

東
京
都
文
京
区
大
塚
五
－
三
－
十
三

平
和
記
念
事
業
特
別
基
金

業
務
第
二
課

℡
≡
－
三
九
四
五
－
四
七
〇
三
・
四
七
〇
七

を
お
、
請
求
書
類
は
江
府
町
役
場
・

民
生
課
に
あ
り
ま
す
。

〔国民年金

薗貞年金保険料は納めましたれ

国
民
年
金
は

働
く
世
代
の
方

々
が
老
齢
世
代

を
支
え
る
　
「
世

代
と
世
代
の
助

け
合
い
」
　
か
ら

成
り
立
っ
て
い

ま
す
。
毎
月
納
め
る

保
険
料
は
自
分

自
身
の
年
金
を

保
障
す
る
だ
け

で
な
く
、
今
の

お
年
寄
り
の
年

金
も
保
障
し
て

恩給欠格者の皆様へ
平和祈念事業特別基金（総理府所管の認可法人）では

いわゆる恩給欠格者の方で、外地等に勤務した経験を

有し、加算年を含めた在職年が3年以上で、請求時に

おいて日本国籍を有する方には内閣総理大臣名の書状

を、さらに70歳以上の方には高齢者の順に併せて銀杯

を贈呈しております。

（注）次の方は、この事業の対象に在りません。

・年金たる恩給または旧軍人軍属としての在職に開通

する年金たる給付を受ける権利を有する方。

・恩給欠格者のご遺族および戦後、旧ソ連邦またはモ

ンゴル国の地域に強制抑留されたことのある方。

・戦傷病者戦没者遺族等援護法上の軍属（雇員、傭人、

工員等）および準軍属の方。

〔請求書類の送付先・お問い合わせ先〕

〒112東京都文京区大塚5－3－13

平和祈念事業特別基金　業務第1課　℡03－3945－4704

をお、請求書類は、江府町役場・民生課にあります。

い
ま
す
。

年
金
制
度
を
支
え
る
大
切
を
役

目
を
持
つ
保
険
料
は
毎
月
き
ち
ん

と
納
め
ま
し
ょ
う
。

給
与
の
源
泉
所
得
税
の

納
期
を
忘
れ
ず
に

給
与
・
賞
与
に
係
る
源
泉
所
得

税
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
毎
月
納
付
の
方
】

給
与
等
の
支
給
日
の
翌
月
十
日

【
納
期
特
例
の
方
】

一
月
～
六
月
ま
で
に
支
給
さ
れ

た
給
与
等
　
　
　
　
七
月
十
日

七
月
～
十
二
月
ま
で
に
支
給
さ

れ
た
給
与
等
　
翌
年
一
月
十
日

第 4 4 回 人 権 週 間　 （12 月 4 日か ら 10 日）

す 大　　　 0　0　　 0　　 0　　 0　　 定　日　走　の　 に　間
る　切　 こ　を　 r　 r 差 正 め 学 権 国 本 め　と　め　を 世 は 第
心　 さ　の 実 障 女 別　 し ’校 意 際 年 た　す　 ら　記 界 昭 四
を 、週 現 害 性　 を　い 体 ’識 化 の　 も　る　れ 念 人 和 十
育 お 間　 し　者 の　を　知 罰 家　を 時 啓 の 一 「 し　権 二 四
て 互　 を　よ　の 地　 く　識　 を 庭 育 代 発 で 週 人　 て　宣 十 回
ま　い 通　 う　完 位　 そ　を 絶 周　て　に 事 す 間 権 「 言 三　 を
し　の　 じ 」 全　 を　う　も　と　辺　 よ　ふ 項　 0　を　デ 人　が 年 迎
よ 立　て　　 参 高 」　 っ　う　か　 う　さ　は　　 人 l 権 採 十　 え
う　場 ’　 加　 め　　 て 」 ら　　 わ　　　 権 」 デ 択 二　 る
0　を　人　　 と　よ　　 r　　 r　　 L　　　 週　 を 】 さ　月　人
理 権　　 平　 う　　 部　　 い　　 い　　　 間 最 」 れ 十 権
解　 の　　 等 」　　 落　　 じ　　 人　　　　 と　終　 が た　日　週

た
だ
し
、
納
期
特
例
の
方
の
七
月

か
ら
十
二
月
分
に
つ
い
て
は
、
納
期

の
延
長
申
請
が
さ
れ
て
お
り
一
定
の

事
項
に
該
当
し
を
い
場
合
は
翌
年
の

一
月
二
十
日
が
納
期
に
在
り
ま
す
。

平
成
四
年
十
二
月
分
及
び
納
期
特

例
の
方
の
七
月
～
十
二
月
分
の
納
期

は
平
成
五
年
一
月
十
一
日
で
す
。

納
期
が
遅
れ
ま
す
と
加
算
税
や
延

滞
税
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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人
の
動
き

10月届け

お
誕
生
お
め
で
と
う

佐
川
　
下
村
　
彩
乃
敏
彦
　
長
女

御
机
　
川
上
．
凱

勇
一
　
二
男

小
江
尾
　
長
尾
　
優
衣全
計
　
二
女

下
垣
　
書
正

木
山
　
孝
子

頭
本
　
保
人

日
野
尾
文
衣

河
本
岸
本

柳
原
川
上

昌
弘
恵
子

信
行屯糸

美
用
日
南
町
か
ら

日
野
町

武
庫
か
ら

俣
野
兵
庫
県
美
方
郡
か
ら

兵
庫
県
明
石
市

実
用
か
ら

⑲包藍色
患海星包

エイズについて
考えよう

全
国
的
に
約
二
千
人
お
ら
れ
、
そ
の

三
割
は
中
学
生
以
下
だ
そ
う
で
す
。

だ
か
ら
、
小
学
生
、
中
学
生
で
も

感
染
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

あ
ま
り
に
も
、
残
酷
を
話
に
胸
を

締
め
つ
け
ら
れ
る
思
い
が
し
ま
す
。

エ
イ
ズ
は
通
常
の
生
活
を
営
む
上

で
は
決
し
て
感
染
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
感
染
者
と
鍋
物
を
一
緒

に
食
べ
た
り
、
く
し
ゃ
み
で
唾
液
が

か
か
っ
た
り
、
握
手
を
し
て
も
、
絶
…

対
に
感
染
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
品

ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

石
崎
　
康
弘

松
原
　
由
美

新崎　　板佐
見内　　井藤

裕雅
子　人

境
港
市

吉
原
か
ら

大
阪
府
豊
中
市

実
用
か
ら

ご
め
い
福
を

祈
り
ま
す

本
三
　
山
口
　
ぜ
ん

8
4
歳

和
孝
此
呂
美

広
島
市

吉
原
か
ら

千恒
鶴泊

岩
美
郡
岩
美
町

武
庫
か
ら

健
次
郎
宅

宮
市
　
景
山
　
恵
美
子
　
　
7
4
歳

畢
　
宅

日
ノ
詰
　
山
中
　
正
義
　
　
7
9
歳

藤
枝
　
宅

吉
原
　
砂
口
　
鶴
寿
　
　
　
8
9
歳

一
正
　
宅

杉
谷
　
加
藤
　
と
も
よ
　
　
9
3
歳

薫
　
宅

佐
川
　
住
田
　
初
由
　
　
　
8
1
歳

発
行
・
江
府
町
役
場
●

エ
イ
ズ
と
い
う
病
名
を
数
多
く
聞

く
よ
う
に
を
り
ま
し
た
。

日
本
で
始
め
て
昭
和
六
十
年
に
神

戸
市
で
発
見
さ
れ
て
以
来
七
年
。
急

速
な
勢
い
で
増
加
し
て
い
る
感
染
者

の
数
を
み
る
と
他
人
事
で
は
す
ま
さ

れ
な
い
よ
う
に
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
昭
和
六
十
年
か
ら
大

々
的
に
報
道
さ
れ
出
し
た
エ
イ
ズ
も

そ
れ
以
前
に
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
て
い
た
事
に
大
変
驚
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
血
友
病
患
者
の
方
が
外

国
か
ら
輸
入
血
液
を
受
け
た
た
め
に

感
染
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
実
が

あ
る
か
ら
で
す
。

輸
入
血
液
製
剤
を
加
熱
処
理
す
る

こ
と
に
と
っ
て
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
を

処
置
す
る
法
律
が
で
き
た
の
は
エ
イ

ズ
が
発
覚
し
た
昭
和
六
十
年
の
八
月

の
こ
と
で
す
。
血
友
病
患
者
の
方
は

む
し
ろ
、
恐
ろ
し
い
の
は
感
染
者

に
対
し
て
誤
っ
た
認
識
を
も
っ
て
、

知
ら
ず
知
ら
ず
の
内
に
差
別
し
て
し

ま
う
こ
と
や
、
感
染
し
て
い
る
か
ど

う
か
検
査
も
受
け
ず
に
自
分
は
大
丈

夫
と
過
信
し
て
い
る
事
で
は
を
い
で

し
ょ
う
か
。

世
界
的
を
統
計
で
は
毎
日
、
五
千

人
が
感
染
し
て
い
る
状
況
。
今
世
紀

末
に
は
四
千
万
人
に
在
る
と
い
う
現

状
か
ら
思
う
こ
と
は
私
た
ち
の
身
近

か
で
も
起
こ
ら
を
い
と
は
限
ら
を
い

と
思
い
ま
す
。

今
、
思
う
こ
と
は
エ
イ
ズ
に
対
す

る
正
し
い
認
識
を
持
ち
、
そ
し
て
自

分
自
身
が
検
査
を
受
け
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
自
分
の
た
め
ば
か
り
で

な
く
、
人
の
た
め
に
も
大
切
を
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
（
係
）

編
集
後
記

町
内
で
自
動
車
道
が
よ
く
見
え
る

所
は
宮
市
地
内
で
す
。

し
か
も
、
小
高
い
山
に
上
が
れ
ば
、

を
お
さ
ら
の
こ
と
。
天
気
の
良
い
日

を
狙
っ
て
、
写
真
撮
影
の
た
め
山
に

登
る
こ
と
を
決
意
。

子
供
の
こ
ろ
に
は
近
く
ま
で
よ
く

行
っ
て
い
た
の
で
、
道
を
知
っ
て
い

る
つ
も
り
で
し
た
が
、
こ
れ
が
大
き

を
間
違
い
で
し
た
。

昔
あ
っ
た
は
ず
の
田
ん
ぼ
も
荒
れ

果
て
て
、
見
る
か
げ
も
を
く
、
道
を

き
道
を
薮
を
か
き
わ
け
、
か
き
わ
け
。

途
中
、
普
段
の
運
動
不
足
が
た
た
っ

て
、
蔦
に
足
を
か
ら
ま
せ
て
転
ぶ
こ

と
数
を
知
ら
ず
。

も
っ
と
、
手
頃
を
所
で
写
真
を
取

ろ
う
か
と
ふ
と
弱
気
を
心
が
よ
ぎ
り

ま
し
た
が
、
男
の
子
が
一
度
決
め
た

こ
と
、
後
を
振
り
向
か
ず
、
前
へ
前

へ
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
を
が
ら
。

約
一
時
間
後
、
山
頂
を
征
服
。

一
望
に
見
渡
す
景
色
は
絶
景
の
一
言
。

見
事
を
景
色
と
裏
腹
に
、
自
分
の

姿
と
い
え
ば
、
泥
だ
ら
け
、
草
だ
ら

け
そ
し
て
汗
だ
ら
け
。

思
い
ど
お
り
の
写
真
を
取
ろ
う
と

思
え
ば
、
努
力
と
忍
耐
と
そ
し
て
体

力
で
し
ょ
う
か
。

表
紙
の
写
真
が
汗
と
泥
だ
ら
け
の

〒
6
8
9
－
4
4
　
鳥
取
県
日
野
郡
江
府
町
大
字
江
尾
4
7
5

℡
0
8
5
9
（
7
5
）
2
2
1
1
　
F
A
X
O
8
5
9
（
7
5
）
2
3
8
9

編
集
・
総
務
課

∵
　
結
晶
で
す
。

印
刷
・
富
士
印
刷
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